
2025（R7）.5.末仙台市役所新本庁舎第一期建設工事の進捗お知らせ

【 鉄筋工事 】

掘削工事完了後に、新庁舎の土台となる基礎工事を進めています。

地下の床（マットスラブ）は厚さ3mもあり近くで見ると圧巻です。

こちらのエリア（北西側）は

これから一般部で「GL-10.5ｍ」

最深部では「GL-14.5ｍ」まで

掘り進めており、終盤に差し掛かって

います。

掘削完了後、低層部で採用した地中熱

を利用した空調に付随する配管敷設作

業に移ります。

市民広場側では、地下連絡通

路整備に必要な、掘削工事が

スタートしています。

継続的に、東側の工事ゲートを

利用し、大型ダンプカーによる

土砂搬出を進めています。

重機乗り入れのために必要な

構台が完成しました。

均しコンクリート打設が完了し、鉄筋

工事、地下階の床コンクリート打設が

スタートしています。

【 コンクリート打設 】
コンクリート打設工事が開始し、生コン

車の往来が盛んになっています。5月後半

から8月にかけては生コン車が1日あたり

70台程度往来し、約300m3のコンクリート

打設が日々行われます。

【 掘削工事 】
昨年11月から始まった掘削工事の終わり

が見えてきました。6月末完了に向けて

引き続き安全に作業を進めていきます。


